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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉無
条
件
で
仕
留
め

ま
す
。

一
手
目
が
好
手
で
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

と
揶
揄
さ
れ
た
東
京
都
議
会

の
民
主
党
だ
っ
た
が
、
今
回

の
都
議
選
で
「
野
党
」
を
大

看
板
に
し
て
躍
進
し
た
▼
ず

さ
ん
な
融
資
で
税
金
を
失
う

結
果
と
な
っ
た
新
東
京
銀
行

を
「
存
続
さ
せ
る
意
味
は
な

い
」
と
主
張
、
築
地
市
場
の

移
転
問
題
で
も
「
強
引
な
移

転
に
反
対
」
と
マ
ニ
ュ
フ
ェ

ス
ト
に
明
記
し
た
▼
独
断
専

行
に
走
る
石
原
知
事
の
提
案

に　

・
3
％
賛
成
し
て
き
た

99
民
主
党
が
、
知
事
と
の
対
決

も
恐
れ
ず
に
公
約
を
実
行
す

る
か
注
視
を
し
た
い
▼
そ
し

て
総
選
挙
。
前
回
は
郵
政
民

営
化
で
社
会
保
障
も
、
地
方

も
、
外
交
も
す
べ
て
良
く
な

る
と
喧
伝
さ
れ
た
が
、
今
回

は
「
政
権
交
代
」
で
と
の
風

潮
が
あ
る
。
そ
の
吟
味
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
石

原
知
事
の
前
に

「
独
自
色
」を
発

揮
で
き
ず
、
野

党
と
与
党
の
中

間
の
「
ゆ
党
」

2309年
2408年
2407年
2106年
2105年
2604年
3003年
3202年
2901年
3200年

全
国
税
組
合
員
に
対
す
る

　
　

6
級
ポ
ス
ト
発
令
数
の
推
移

09年08年07年06年05年

1314151815特　官
113相談官
58833統括官

1国専官
11評専官
1酒指官
1公専官
1主　査
23242421計

バ
ッ
サ
リ
切
り
捨
て

　

総
選
挙
の
投
票
日
は
8
月

　

日
が
濃
厚
と
な
っ
て
い
ま

30す
（　

日
現
在
）。

15

　
「
政
権
選
択
」「
政
権
交
代
」

の
文
字
が
躍
っ
て
い
ま
す

が
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は

6級ポスト発令の官職別内訳

件
費
2
割
削
減
」
主
張
も
看

過
で
き
ま
せ
ん
。

　

安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
①

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く

し
、
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を

め
ざ
す
の
か
、
②
消
費
税
増

税
を
や
め
、
家
計
と
中
小
企

業
を
支
援
す
る
の
か
、
③
医

療
・
介
護
・
年
金
を
充
実
さ

せ
る
の
か
、
④
核
廃
絶
、
戦

争
を
し
な
い
日
本
を
め
ざ
す

の
か
―
―
こ
の
四
つ
を
基
準

に
政
党
・
候
補
者
を
選
択
し
、

あ
な
た
の
一
票
で
今
の
政
治

の
中
身
を
大
本
か
ら
変
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
必
ず
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

■
6
級
ポ
ス
ト
発
令
■

　

全
国
税
の
調
査
で
は
、
一

般
上
席
か
ら
の
6
級
ポ
ス
ト

発
令
は
、
福
岡
局
で
倍
増

（
前
年　

名
か
ら　

名
）し
た

17

34

「
政
治
の
中
身
」
で
す
。

　

政
治
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て

き
た
国
民
生
活
と
平
和
、
そ

れ
を
守
る
道
へ
ど
う
す
れ
ば

転
換
で
き
る
の
か
、
そ
の
た

め
に
は
ど
の
勢
力
が
伸
び
る

　

「
政
治
の
中
身
」
国
民
が
判
断
す
る
番
で
す

問
題
は
「
自

己
責
任
」
と

す
る
政
治
に

ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
の

か
、
そ
れ
と

も
憲
法
に
も

と
づ
く
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・

ミ
ニ
マ
ム
を
保
障
す
る
行
財

政
を
拡
充
す
る
の
か
―
―
総

選
挙
の
重
要
な
争
点
で
す
。

　
「
こ
れ
以
上
人
は
減
ら
せ

な
い
」
と
の
思
い
を
踏
み
に

じ
り
、「
新
た
な
定
員
合
理

化
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た

政
府
・
与
党
。
あ
わ
せ
て
、

民
主
党
の
「
公
務
員
の
総
人

必
要
が
あ
る
の
か
―
―
そ
こ

を
国
民
が
真
剣
に
吟
味
し
、

判
断
す
る
番
で
す
。

　

貧
困
と
格
差
を
拡
大
し
て

き
た
「
構
造
改
革
」
路
線
を

断
ち
切
り
、
暮
ら
し
や
雇
用

も
の
の
、
全
国
的
に
は
発
令

総
数
の
3
～
4
割
程
度
に
と

ど
ま
り
、
と
て
も
一
般
上
席

に
光
を
当
て
た
発
令
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　

そ
の
う
ち
、　

歳
以
上
職

50

員
の
6
級
ポ
ス
ト
発
令
は
2

割
弱
に
と
ど
ま
り
、
女
性
職

員
の
占
め
る
割
合
も
1
割
強

に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
6
級
ポ
ス
ト
の

ト
ッ
プ
発
令
は
普　

期
、
専

48

　

期
と
な
っ
て
お
り
、
若
手

22抜
擢
人
事
が
続
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

■
5
級
以
下
の
発
令
■

　

普　

期
以
降
か
ら
「
最
終

34

の
昇
格
発
令
時
期
」
を
後
退

さ
せ
て
き
た
5
級
昇
格
発
令

で
は
、
普　

～　

期
の
一
部

39

40

を
未
発
令
に
し
、「
解
消

ペ
ー
ス
」
を
更
に
後
退
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

4
級
昇
格
は
普　
・　

期
、

48
49

専　

・　

期
を
中
心
と
し
た

24

25

発
令
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

勤
続　

年
超
の
普　

～　

期

20

45

47

の
一
部
を
残
す
一
方
で
、
普

　

期
、
専　

期
の
ト
ッ
プ
発

51

27

令
を
強
行
し
、
格
差
と
差
別

を
一
段
と
強
め
て
い
ま
す
。

　

2
級
昇
格
で
は
、
普　

期
61

の
3
～
4
割
を
未
発
令
と

し
、「
若
い
う
ち
か
ら
の
差
」

に
固
執
し
た
ま
ま
で
す
。

　

■
降
格
人
事
■

　

職
員
自
身
の
健
康
や
家
族

の
介
護
問
題
等
が
深
刻
さ
を

増
す
中
、
当
局
は
当
該
職
員

に
厳
し
く
「
職
責
」
を
突
き

つ
け
、「
本
人
同
意
」
と
称
し

た
降
格
人
事
を
続
け
て
い
ま

す
。
統
括
官
だ
け
で
な
く
特

官
や
連
調
官
か
ら
上
席
に

な
っ
た
職
員
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

■
配
転
■

　

東
京
、
名
古
屋
局
等
で
長

　

希
望
し
た
Ａ
さ
ん

　

調
査
部
門
の
指
令
件
数

の
多
さ
や
、
内
部
部
門
の

人
数
の
少
な
さ
に
よ
る
多

忙
さ
と
比
べ
る
と
、
人
数

も
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
た

一
元
化
の
方
が
マ
シ
だ
と

思
い
ま
す
。

　

希
望
し
な
い
Ｂ
さ
ん　

　

管
理
部
門
の
職
員
は
強

制
的
だ
っ
た
。
面
接
相
談

な
ん
か
で
き
る
訳
が
な

い
。
希
望
し
て
な
い
の
に

当
署
は
4
年
目
に
な
る
。

　

希
望
し
な
い
Ｃ
さ
ん　

　

つ
ま
ら
な
そ
う
。

　

試
行
署
の
Ｄ
さ
ん

　

異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
管
理
運
営
部
門
に

な
っ
て
1
日
事
務
を
し
ま

し
た
が
、
定
員
削
減
は
大

い
な
る
痛
手
で
す
。
他
署

は
も
っ
と
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。

管
理
運
営
部
門
に
配
置
さ
れ
た
職
員
か
ら
の
声

　「経済財政改革の基本方針2009」に基づき、「新た
な定員合理化計画」として、7月1日に「平成22年
度以降の定員管理」に関する閣議決定が行われまし
た。
　その概要は、国の行政機関の定員について、22年
度から26年度までの5年間に「21年度末の定員の
10％以上を合理化する」こととし、①22年度にお
いては、2％以上（国全体で6,066人、財務省で1,328
人）を「合理化」する、②以降4年間は、「地方出先

機関の改革に関する地方分権改革推進計
画（改革大綱）等を踏まえた業務・組織
の徹底した合理化を反映させて策定す
る」としています。
　国税庁は、この閣議決定を踏まえ、22

年度は1,058人の「合理化目標数」を決めています。
これは18～21年度の定員削減計画4,098人（１年
当たり1,025人）を上回るものです。
　業務量や行政需要の増大等があっても定員の上限
は「総定員法」により厳しく制限されている中、こ
の４年間で22,511人もの国家公務員の定員純減が
強行されてきました。
　国公労連・全国税は、今回の決定に抗議するとと
もに、その撤回を求めていきます。

　 新たな「定員合理化」計画

「5年間で10％以上」を閣議決定
　　　国税庁の22年度「合理化目標」1，058人
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曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

時
間
通
勤
を
解
消
す
る
発
令

が
行
わ
れ
ま
し
た
（
東
京
局

は
片
道　

分
以
上
の
長
時
間

90

通
勤
を
原
則
解
消
）。

　

ま
た
、
一
部
の
局
で
は
単

身
赴
任
の
縮
小
も
み
ら
れ
ま

す
。

　
「
異
動
保
障
」と
関
連
す
る

配
転
で
は
、
経
済
面
を
最
大

限
考
慮
し
た
発
令
と
は
と
て

も
言
え
ま
せ
ん
。

　

千
葉
県
下
で
み
れ
ば
、
地

域
手
当　

％
署
に
3
年
連
続

10

在
籍
し
て
き
た
職
員
の
う

ち
、　

～　

％
署
に
配
転
で

12

18

き
た
の
は　

名
、
逆
に
6
％

94

以
下
署
に
配
転
と
な
っ
た
の

が　

名
、
同
率
署
へ
の
配
転

17
か
異
動
が
な
か
っ
た
職
員
は

1
2
1
名
に
上
っ
て
お
り
、

職
場
の
矛
盾
は
拡
大
の
一
途

で
す
。

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

　

今
年
７
月
の
昇
任
・
昇
格
発
令
は
、「
良
く
職
責
を

果
た
し
た
」
等
の
漠
然
と
し
た
基
準
で
選
別
・
差
別
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、　

歳
代
後
半
の
一
般
上
席
を
バ
ッ
サ
リ

50

切
り
捨
て
、
女
性
職
員
の
処
遇
底
上
げ
も
行
わ
れ
ず
、

青
年
間
差
別
も
是
正
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

普　

期
3
名
、　

期
4
名
、　

期
1
名
、　

期

29

30

31

32

7
名
、　

期
3
名
、　

期
1
名
、　

期
1
名
、

33

34

35

　

期
1
名
、
専
9
期
１
名
、　

期
１
名
で
す
。

36

10

　

職
場
全
体
の
選
別
・
差
別
人
事
を
強
行
す

る
「
テ
コ
」
と
し
て
全
国
税
組
合
員
に
対
す

る
差
別
を
続
け
る
庁
当
局
に
抗
議
し
、
根
絶

す
る
た
た
か
い
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

全
国
税
組
合
員　

名
に
6
級
ポ
ス
ト
発
令
が
あ
り
ま
し

23

た
。
し
か
し
、
来
年
3
月
定
年
退
職
を
迎
え
る　

期
の
未
昇

28

任
者　

名
の
発
令
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
期
・
採
用
別
の
内
訳
は

13

7月人事
　

歳
代

５０後
半
職
員

上
席
昇
任
や
昇
格
な
ど
で
一
段
と
格
差
拡
大

全国税差別を温存
選別人事の「テコ」として
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「
署
長
の
お
陰
」
と
万
歳

【
東
海
・
豊
橋
分
会
】

　

署
全
体
の
お
別
れ
会
が

あ
り
、
１
５
０
名
程
の
参

加
で
会
場
は
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

署
長
は
「
e
‐
T
a
x

が
昨
年
度
は
最
下
位
だ
っ

た
が
、
今
年
度
は
中
位
に

な
っ
た
。
み
な
さ
ん
の
お

陰
で
す
」
と
挨
拶
し
た
。

（
拍
手
は
ま
ば
ら
。　

み
ん

な
は
来
年
の
仕
事
が
頭
に

浮
か
ん
だ
の
か
な
。）

　

会
の
最
後
に
、「
署
長

の
お
陰
で
す
」と
万
歳
。　

　

あ
る
職
員
か
ら
は
、

「
今
日
は
署
長
の
退
職
を

祝
う
会
だ
っ
た
け
」
と
の

声
が
。

退
職
勧
奨
制
度
は
？

　

局
長
交
渉
の
中
か
ら

【
東
北
地
連
】

組
合　

顧
問
先
斡
旋
を
や

め
る
こ
と
。

局
長　

見
直
し
を
行
い
、

適
正
化
を
図
っ
て
き
た
。

改
正
国
公
法
…
よ
り
一
層

適
切
な
対
応
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

組
合　

や
め
る
か
ど
う
か

を
聞
い
て
い
る
。
７
月
で

は
…
。

局
長　

や
め
る
と
は
言
っ

て
い
な
い
。

組
合　

指
定
官
職
以
外
の

職
員
に
対
す
る
退
職
勧
奨

制
度
は
残
っ
て
い
る
の

か
？

局
長　

行
政
効
率
の
維
持

向
上
の
…
…
後
進
に
道
を

譲
っ
て
欲
し
い
と
い
う
人

に
…
…
何
も
変
わ
っ
て
い

な
い
。

組
合　

回
答
が
理
解
で
き

な
い
。
統
括
や
上
席
等
は

…
…
。

局
長　

個
別
に
…
…
。
働

け
る
方
に
は
勧
奨
し
ま
せ

ん
。

す
っ
か
り
変
わ
っ
た
の
か

【
関
信
地
連
】

　

か
つ
て
当
局
は
、「
職

場
で
地
道
に
努
力
し
て
い

る
人
が
見
過
ご
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
（
過
去

に
行
っ
た
人
事
を
）
常
に

見
直
し
し
て
い
る
」
と
し

て
い
ま
し
た
。
少
し
は
希

望
の
持
て
る
内
容
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
最
近
で

は
、
当
局
の
回
答
の
内
容

が
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
「
職
場
に
は
様
々
な
年

代
の
職
員
が
い
る
の
で

（
中
高
年
だ
け
に
重
点
を

お
く
こ
と
な
く
）
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
人
事
を
行

う
」
と
。
当
局
は
、　

歳
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以
上
の
上
席
層
の
中
に

は
、
も
は
や
統
括
官
な
ど

の
ポ
ス
ト
に
発
令
す
る
の

に
相
応
し
い
能
力
と
実
績

を
持
っ
た
人
は
い
な
く

な
っ
た
と
判
断
し
た
の
で

し
ょ
う
。

局
W
A
N
掲
載
や
め
よ
！

【
北
陸
地
連
】

　

毎
月
、
滞
納
整
理
状
況

が
局
W
A
N
に
掲
載
さ

れ
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

な
っ
て
い
る
。

　

数
字
の
悪
い
署
で
は
連

日
残
業
し
て
少
し
で
も
い

い
数
字
に
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
る
。　

署
も
あ

15

れ
ば
最
下
位
の
署
も
必
ず

あ
る
。
数
字
で
職
員
を
煽

る
よ
う
な
こ
と
は
止
め
て

も
ら
い
た
い
。

〈
解
答
〉黒
1
の
ワ
リ
コ
ミ
が

好
手
。
白
2
に
は
黒
3
、
5

か
ら
7
で
白
死
で
す
。

黒
1
で
6
は
白
5
以
下
コ

ウ
。
ま
た
黒
1
で
5
は
白
6

で
白
生
き
。
白
2
で
4
な
ら

黒
5
で
同
じ
く
白
死
で
す
。

　

い
ま
、
核
兵
器
廃

絶
の
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
で　

回
を
迎
え
る
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核
兵
器
ゼ
ロ
を
願
う
人
な
ら
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　

原
水
爆
禁
止
2
0
0
9
年
世
界
大
会
へ

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
は
、

核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
を

求
め
、
草
の
根
か
ら
世
界
の

大
き
な
流
れ
を
創
り
だ
し
て

き
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
世
界
大
会

は
、
来
春
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
む

け
、「
核
兵
器
ゼ
ロ
」
へ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
る
、
世
界
の

反
核
運
動
、
被
爆
者
や
核
被

害
者
、
各
国
政
府
、
自
治
体

な
ど
の
代
表
と
日
本
の
草
の

根
の
共
同
と
の
連
帯
の
場
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
憲
法
9
条
を
守

り
、
非
核
平
和
の
日
本
を
願

う
全
国
の
草
の
根
の
取
り
組

み
を
一
つ
に
し
、
被
爆
国
目

本
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
方

向
を
打
ち
出
し
ま
す
。

　

こ
と
し
も
、
世
界
か
ら
日

本
各
地
か
ら
未
来
を
担
う
多

く
の
青
年
た
ち
が
つ
ど
い
ま

す
。

　

あ
な
た
も
８
月
広
島
・
長

崎
で
開
か
れ
る
原
水
爆
禁
止

2
0
0
9
年
世
界
大
会
に
参

加
し
、
世
界
の
大
き
な
流
れ

を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

賃
金
は
厳
し
さ
を
強
調

　

非
常
勤
問
題
で
は
前
向
き
回
答
も

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

交
渉
の
冒
頭
、
人
事
院
の

上
山
参
事
官
は
「
民
間
の
春

闘
状
況
は
、
ど
の
調
査
で
も

昨
年
よ
り
率
で
0
・
1
～
0
・

2
％
程
度
減
少
、
4
月
の
所

定
賃
金
（
一
般
労
働
者
）
で

は
1
・
2
％
減
少
と
な
っ
て

い
る
」　
「
一
時
金
に
つ
い
て

は
ど
の
調
査
も　

％
台
の
マ

10

イ
ナ
ス
で
、
中
に
は
2
割
近

い
減
も
見
受
け
ら
れ
、
い
ず

れ
も
厳
し
い
状
況
」
と
の
認

識
を
述
べ
た
後
、
現
段
階
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
回
答
し
ま
し
た
。

①　

一
時
金
に
つ
い
て
は
、

7
月
ま
で
民
間
実
態
を
調
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

現
段
階
で
は
予
測
は
で
き
ず

確
定
は
勧
告
直
前
に
な
る
。

②　

非
常
勤
職
員
問
題
は
定

員
、
予
算
、
勤
務
条
件
、
任

用
問
題
な
ど
が
絡
み
人
事
院

だ
け
で
解
決
で
き
ず
、
財
務

省
や
総
務
省
を
含
め
て
検
討

し
て
い
る
。

　

休
暇
に
つ
い
て
、
日
々
雇

用
（
毎
日
勤
務
）、「
4
分
の

3
以
下
勤
務
」
と
の
差
に
つ

い
て
は
認
識
し
て
お
り
、
そ

の
均
衡
を
図
る
施
策
を
鋭
意

検
討
し
て
い
る
。

　

給
与
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
も
出
し
っ
放
し
で
は
な

く
、
手
当
の
支
給
状
況
等
も

調
査
し
、
各
省
と
も
協
議
し

て
い
き
た
い
。

③　

超
勤
に
つ
い
て
は
、
政

府
全
体
と
し
て
そ
の
縮
減
に

取
り
組
む
方
向
で
あ
り
、
各

省
も
そ
れ
ぞ
れ
努
力
し
て
い

　

人
事
院
と
し
て
は
、
高
齢

期
の
雇
用
問
題
等
に
つ
い
て

昨
年
の
報
告
で
も
言
及
し
て

お
り
、
段
階
的
に　

歳
ま
で
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定
年
延
長
す
る
こ
と
を
メ
イ

ン
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
ろ
う
。

⑤　

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

は
、
精
神
疾
患
に
関
す
る
公

務
災
害
認
定
基
準
の
中
に
盛

り
込
ん
だ
。
し
か
し
、
パ
ワ

ハ
ラ
に
つ
い
て
ど
う
規
則
化

し
対
応
で
き
る
か
は
難
し
い

問
題
だ
。
し
か
し
、
そ
の
重

要
性
は
十
分
認
識
し
て
お

り
、
何
が
で
き
る
か
相
談
し

つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
回
答
を
受
け
、
国
公

労
連
・
全
国
税
は
、
今
後
さ

ら
に
具
体
的
な
回
答
を
行
う

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

国
公
労
連
・
全
国
税
は
７

月
９
日
、
人
勧
期
の
重
点
要

求
提
出
後
初
の
人
事
院
交
渉

る
。

④　
「
高
齢
期
の
雇
用
問
題

研
究
会
」
は
7
月　

日
が
最

１6

終
回
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
議

論
を
踏
ま
え
て
報
告
書
が
出

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
 
非
常
勤
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ
の
裏
で

　

今
年
7
月
か
ら
非
常
勤
職

員
の
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
賃

金
引
上
げ
に
よ
る
「
予
算
不

足
」
等
を
理
由
に
し
た
雇
い

止
め
が
あ
っ
た
と
の
相
談
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

5
月
末
、
大
阪
局
で　

年
11

勤
務
し
て
き
た　

歳
の
職
員
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に
対
し
予
雇
い
止
め
通
知
が

行
わ
れ
、
札
幌
局
で
も
「
2

年
以
上
勤
務
の
方
は
辞
め
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
」
と
、

3
名
の
職
員
を
6
月
に
雇
い

止
め
し
た
こ
と
が
判
明
し
て

い
ま
す
。

　

国
税
庁
は
「
予
算
が
7
億

5
千
万
円
増
え
た
こ
と
は
各

局
に
周
知
し
て
い
る
」「
7

月
の
賃
金
は
8
月
上
旬
に
支

払
う
た
め
、
７
月
中
に
庁
か

ら
局
に
予
算
を
配
賦
す
る
」

「
勤
務
日
数
・
時
間
を
減
ら

せ
と
の
指
示
は
行
っ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
増
え
た
7
億
5

千
万
円
が
ど
の
よ
う
に
配
賦

さ
れ
た
の
か
、「
4
分
の
3
」

を
超
え
る
勤
務
時
間
を
規
制

し
た
の
で
は
な
い
か
等
々
の

疑
念
が
残
り
ま
す
。

　

非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間

が
減
ら
さ
れ
る
と
日
常
の
事

務
運
営
に
も
大
き
な
支
障
を

き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま

え
、
全
国
税
は
、
①
賃
金
引

き
上
げ
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
か
、
②
勤
務
時
間
・
日

数
は
減
ら
さ
れ
て
い
な
い

か
、
③
有
給
休
暇
の
取
得
可

能
日
数
は
変
わ
っ
て
い
な
い

か
、
④
雇
い
止
め
は
起
き
て

い
な
い
か
、
の
4
点
を
中
心

に
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
も
踏
ま
え
、
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
全

国
で
強
め
ま
す
。

　「名ばかりリード役」にするな
　　　どうする　“ふさわしい処遇”は

　

そ
れ
を
受
け
、
東
京
局
で

は
、「
リ
ー
ド
役
と
な
る
職

員
を
中
心
と
し
た
部
門
運

営
」
の
試
行
を
次
の
よ
う
に

具
体
化
し
て
い
ま
す
。

〈
目
的
〉　

…
大
量
退
職
・
大

　
　

事
務

21
年
度
に
お

け
る
課
税

部
の
特
留

事
項
の
中

で
、
長
官

は
「
署
調

査
部
門
の

運
営
に
つ

い
て
、
局

署
の
実
情

に
応
じ

リ
ー
ド
役

を
中
心
と

し
た
部
門

運
営
」
を

指
示
し
て

い
ま
す
。

量
採
用
時
代
に
入
り
、
調
査

経
験
の
浅
い
職
員
が
増
加
傾

向
に
あ
る
ほ
か
、
一
元
化
実

施
に
伴
い
…
一
般
調
査
部
門

の
1
部
門
当
た
り
の
職
員
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
こ

の
た
め
、
特
定
の
上
席
を
部

門
の
リ
ー
ド
役
に
指
名
し
、

統
括
官
を
補
佐
し
…
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
的
な

役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

〈
試
行
対
象
〉

・
個
人
課
税
部
門　

①
調
査

経
験
1
年
目
の
者
が
配
属
さ

れ
た
部
門
、
②
調
査
経
験
2

年
目
の
者
が
配
属
さ
れ
た
署

の
う
ち　

署
10

・
資
産
課
税
部
門　

調
査
経

験
1
年
目
の
者
が
配
属
さ
れ

た
部
門

・
法
人
課
税
部
門　

す
べ
て

の
一
般
調
査
部
門

〈
取
り
組
み
の
方
向
〉

　

試
行
対
象
部
門
の
統
括
官

か
ら
見
た
、
リ
ー
ド
役
上
席

や
部
門
職
員
の
意
識
の
変

化
、
部
門
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
取
り

ま
と
め
、
今
後
の
検
討
の
資

と
す
る
た
め
、
試
行
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
や
改
善
す
べ
き
問

題
点
を
整
理
す
る
。

　
　

□　

□　

□

　

こ
の
背
景
に
は
、
一
般
部

門
は
活
気
が
な
い
、
上
席
の

働
き
は
悪
い
し
、
統
括
官
の

動
き
も
鈍
い
等
と
決
め
つ

け
、
3
年
前
に
「
長
官
特
命
」

で
そ
の
活
性
化
を
検
討
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

上
席
の
「
ヤ
ル
気
」
を
押

し
つ
ぶ
す
人
事
等
の
手
直
し

が
な
い
ま
ま
で
は
、「
そ
の

活
力
、
調
査
力
及
び
人
材
育

成
機
能
の
維
持
・
向
上
」
が

図
ら
れ
る
保
障
は
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。

人勧期の交渉
本格スタート

　

勤
務
日
数
カ
ッ
ト
、雇
い
止
め
が
⁉


